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年
四
月
三
〇
日
付
け
で
B
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組
が
結
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【
事
実
の
概
要
】

一
　
Y
（
控
訴
人
、
原
審
原
告
）
は
、
タ
ク
シ
ー
六
五
台
、
運
転
手

一
〇
一
名
を
有
す
る
一
般
常
用
旅
客
事
業
等
を
営
む
株
式
会
社
で
あ

る
。
X
は
平
成
四
年
六
月
一
日
に
Y
の
タ
ク
シ
ー
運
転
手
と
し
て
入

社
し
た
Y
の
従
業
員
で
あ
る
。
Y
に
お
い
て
は
A
労
組
と
B
労
組
が

併
存
し
て
お
り
、
A
労
組
は
昭
和
五
三
年
一
一
月
七
日
に
結
成
さ
れ
、

平
成
六
年
に
X
が
執
行
委
員
長
に
就
任
す
る
ま
で
、
Y
と
協
調
的
な

関
係
に
あ
っ
た
。
X
が
A
労
組
の
執
行
委
員
長
に
選
出
さ
れ
た
平
成

六
年
九
月
一
日
の
大
会
で
、
A
労
組
の
上
部
団
体
へ
の
オ
ブ
ザ
バ
ー

加
盟
が
決
議
さ
れ
（
そ
の
後
正
式
加
盟
し
た
）
、
加
盟
後
の
組
合
活

動
へ
の
批
判
等
か
ら
A
労
組
の
組
合
員
約
六
割
が
脱
退
し
、
平
成
七

二
　
同
年
七
月
二
四
日
、
近
畿
運
輸
局
長
は
、
奈
良
県
地
区
事
業
者

か
ら
申
請
が
あ
っ
た
タ
ク
シ
ー
運
賃
の
引
き
上
げ
改
定
を
認
可
し
、

認
可
に
あ
た
っ
て
、
奈
良
県
タ
ク
シ
ー
協
会
に
対
し
、
「
労
働
時
間

の
短
縮
を
含
む
労
働
条
件
の
改
善
を
図
り
、
良
質
な
労
働
力
の
確
保

に
つ
と
め
る
こ
と
」
な
ど
の
措
置
を
採
る
よ
う
要
請
し
た
。

　
A
労
組
は
、
Y
に
対
し
、
同
年
七
年
八
月
四
日
付
賃
金
制
度
改
善

要
望
書
を
提
出
し
た
。
Y
は
A
労
組
の
各
団
体
交
渉
申
し
入
れ
に
応

じ
て
、
同
年
七
年
九
月
九
日
か
ら
四
度
に
わ
た
り
各
団
体
交
渉
を
実

施
し
た
。
＝
月
＝
二
日
の
団
体
交
渉
に
お
い
て
、
e
勤
務
日
数
を

二
三
日
と
し
、
口
基
本
給
日
額
を
増
額
、
口
歩
合
給
の
足
切
額
不
変

と
い
う
回
答
を
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
A
労
組
は
同
規
模
の
同
種
他

社
と
の
賃
金
格
差
を
考
慮
し
、
基
本
級
日
額
の
増
額
、
歩
合
給
の
足

切
り
額
の
減
額
を
求
め
て
要
求
書
を
提
出
し
た
が
、
Y
も
A
労
組
の

団
体
交
渉
申
し
入
れ
に
応
じ
て
一
一
月
二
九
日
に
団
体
交
渉
を
実
施

し
た
が
、
右
回
答
と
同
様
の
回
答
に
と
ど
ま
っ
た
。

　
＝
月
三
〇
日
、
A
労
組
は
奈
良
県
地
労
委
に
斡
旋
申
請
し
た
が
、

Y
は
一
二
月
四
日
に
誠
意
を
持
っ
て
話
し
合
う
旨
の
上
申
書
を
提
出

し
地
労
委
の
斡
旋
を
辞
退
し
た
。
そ
こ
で
、
＝
一
月
二
五
日
の
団
体
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交
渉
に
お
い
て
、
Y
は
右
回
答
よ
り
基
本
級
日
額
の
引
き
上
げ
、
年

功
手
当
平
均
日
額
及
び
通
勤
手
当
を
ア
ッ
プ
す
る
等
の
回
答
を
し
た

（
以
下
「
一
二
・
二
五
回
答
」
と
す
る
）
。
翌
日
、
Y
は
B
労
組
と
同

内
容
の
協
定
を
締
結
し
た
。

　
そ
の
後
、
平
成
八
年
一
月
六
日
以
降
の
四
次
に
わ
た
る
団
体
交
渉

に
お
い
て
は
、
Y
は
コ
ニ
・
二
五
回
答
」
は
最
大
限
の
誠
意
で
あ

る
こ
と
、
同
一
職
場
で
賃
金
格
差
を
付
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
、

次
期
運
賃
改
定
ま
で
賃
上
げ
し
な
い
こ
と
（
一
運
賃
一
賃
金
の
原

則
）
等
、
従
前
通
り
の
回
答
を
繰
り
返
し
た
。

　
こ
の
間
、
A
労
組
で
は
九
月
二
六
日
の
総
会
で
、
争
議
行
為
に
つ

き
、
全
組
合
員
の
過
半
数
の
賛
成
を
得
て
、
ス
ト
ラ
イ
キ
権
を
確
立

し
た
。
そ
こ
で
A
労
組
は
、
Y
に
対
し
、
同
年
三
月
三
一
日
付
け
で
、

同
年
四
月
三
日
午
前
一
一
時
以
降
、
団
体
行
動
を
す
る
旨
通
告
す
る

と
と
も
に
、
Y
に
お
い
て
、
団
体
交
渉
を
開
催
す
る
か
、
ま
た
は
労

働
協
約
に
従
い
、
地
労
委
の
斡
旋
を
応
諾
す
る
か
を
強
く
要
求
し
た
。

し
か
し
、
Y
は
、
団
体
交
渉
を
開
催
し
よ
う
と
せ
ず
、
ま
た
、
地
労

委
の
斡
旋
を
応
諾
し
よ
う
と
す
る
態
度
も
示
さ
な
か
っ
た
。

　
な
お
、
Y
の
タ
ク
シ
ー
運
転
手
の
賃
金
水
準
に
関
し
て
は
、
平
成

六
年
の
奈
良
県
地
区
の
タ
ク
シ
ー
運
転
手
と
一
般
男
子
常
用
労
働
者

の
平
均
年
収
、
労
働
時
間
を
比
較
す
る
と
、
タ
ク
シ
ー
運
転
手
は
一

般
常
用
労
働
者
に
比
し
て
、
年
間
四
二
五
時
間
も
長
時
問
の
労
働
に

従
事
し
な
が
ら
、
年
収
は
約
二
一
八
万
円
も
少
な
い
。
も
っ
と
も
Y

の
賃
金
水
準
は
同
業
他
社
と
比
較
す
る
と
、
多
い
の
か
少
な
い
の
か

が
争
い
が
あ
り
、
何
れ
と
も
認
定
し
が
た
い
。

三
　
A
労
組
は
四
月
七
日
の
執
行
委
員
会
に
お
い
て
ス
ト
決
行
を
決

定
し
た
。
A
労
組
は
以
下
の
よ
う
に
三
回
に
わ
た
っ
て
ス
ト
を
行
う

と
と
も
に
、
団
体
交
渉
を
し
た
。

e
　
四
月
八
日
の
ス
ト
は
、
午
前
六
時
か
ら
午
後
一
時
三
八
分
類
で

の
問
、
本
社
車
庫
に
お
い
て
、
A
労
組
組
合
員
三
九
名
及
び
外
部
支

援
者
一
二
名
が
参
加
し
て
行
わ
れ
た
。
A
労
組
組
合
員
ら
は
、
多
数

で
人
垣
を
作
っ
て
本
社
車
庫
出
入
り
口
を
塞
い
だ
上
、
出
庫
し
よ
う

と
す
る
タ
ク
シ
ー
の
先
頭
車
の
前
に
、
X
を
含
む
数
名
の
も
の
が
入

れ
替
わ
り
に
タ
ク
シ
ー
前
に
運
転
席
に
背
を
向
け
て
立
ち
は
だ
か
る

等
し
て
、
タ
ク
シ
ー
の
出
庫
を
妨
げ
た
。
そ
の
た
め
、
ス
ト
中
の
本

社
車
庫
か
ら
の
タ
ク
シ
ー
の
出
庫
は
全
く
不
可
能
で
あ
り
、
本
社
車

庫
の
タ
ク
シ
ー
五
台
の
出
庫
妨
害
が
な
さ
れ
た
。

口
　
四
月
九
日
の
ス
ト
は
、
午
前
五
時
一
五
分
か
ら
午
前
九
時
一
二

分
ま
で
、
一
方
の
営
業
所
車
庫
に
お
い
て
、
A
労
組
組
合
員
三
九
名

と
外
部
支
援
者
六
名
が
参
加
し
て
行
わ
れ
た
。
A
労
組
組
合
員
ら
は

Y
に
対
し
不
穏
当
な
発
言
を
し
た
ほ
か
、
出
入
り
口
付
近
ま
で
進
行

し
て
き
た
タ
ク
シ
ー
前
に
運
転
席
に
背
を
向
け
て
立
ち
は
だ
か
っ
た
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り
、
タ
ク
シ
ー
前
で
数
分
間
に
わ
た
り
座
り
込
む
な
ど
し
た
。
結
局
、

ス
ト
に
よ
り
営
業
所
車
庫
の
タ
ク
シ
ー
十
台
の
出
庫
が
妨
害
さ
れ
た
。

Y
は
四
月
一
一
日
付
警
告
書
を
持
っ
て
、
X
に
対
し
違
法
ピ
ケ
を
し

な
い
よ
う
警
告
し
た
。

㊨
　
四
月
一
五
日
の
ス
ト
は
、
午
前
五
時
五
分
か
ら
午
後
○
時
四
〇

分
ま
で
、
A
労
組
組
合
員
四
二
名
と
外
部
支
援
者
三
〇
数
名
が
、
Y

の
全
営
業
所
に
お
い
て
行
わ
れ
た
。
A
労
組
の
組
合
員
ら
は
、
一
方

の
営
業
所
車
庫
で
は
、
出
入
り
口
付
近
ま
で
進
行
し
て
き
た
タ
ク

シ
ー
の
前
に
停
了
し
た
り
、
座
り
込
む
な
ど
し
、
本
社
車
庫
で
は
、

出
入
り
ロ
付
近
や
タ
ク
シ
ー
の
前
に
停
溶
し
た
り
し
て
い
た
。

㈲
　
Y
は
同
年
五
月
七
日
、
奈
良
警
察
署
に
X
が
違
法
な
本
件
ス
ト

を
企
画
、
指
導
、
実
行
し
た
こ
と
を
理
由
に
、
X
を
威
力
業
務
妨
害

罪
で
刑
事
告
訴
し
た
（
奈
良
地
方
検
察
庁
は
起
訴
猶
予
処
分
に
付
し

た
）
。
㈲
　
四
月
八
日
午
前
、
本
来
本
社
車
庫
か
ら
タ
ク
シ
ー
に
乗
務
し
て

勤
務
に
就
く
予
定
の
B
労
組
員
三
人
が
、
Y
の
指
示
を
受
け
て
ス
ト

の
対
象
と
な
っ
て
い
な
い
別
営
業
所
車
庫
か
ら
タ
ク
シ
ー
に
乗
務
し

て
勤
務
に
就
い
た
。
同
三
人
が
同
日
午
前
奈
良
駅
タ
ク
シ
ー
乗
り
場

で
客
待
ち
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
A
労
組
員
二
人
に
そ
れ
ぞ
れ
大
声

で
怒
鳴
り
つ
れ
ら
れ
脅
迫
さ
れ
乗
務
を
断
念
し
た
。

四
　
平
成
八
年
四
月
一
九
日
午
後
四
時
に
、
共
闘
会
議
は
、
奈
良
陸

運
支
局
に
対
し
て
、
タ
ク
シ
ー
の
運
賃
改
定
に
伴
う
労
働
条
件
の
改

善
に
つ
い
て
業
者
へ
の
指
導
を
要
請
す
る
た
め
、
タ
ク
シ
ー
パ
レ
ー

ド
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
、
奈
良
市
内
に
集
合
し
た
上
、
タ
ク
シ
ー

会
社
三
社
の
タ
ク
シ
ー
計
二
三
台
、
そ
の
他
宣
伝
力
1
等
四
台
で
、

使
用
者
の
許
可
な
く
、
集
合
地
か
ら
奈
良
陸
運
支
局
ま
で
走
行
す
る

タ
ク
シ
ー
パ
レ
ー
ド
を
行
っ
た
。
A
労
組
は
執
行
委
員
会
の
決
議
を

経
て
Y
の
タ
ク
シ
ー
一
〇
台
で
右
タ
ク
シ
ー
パ
レ
ー
ド
に
参
加
し
、

右
パ
レ
ー
ド
の
際
、
タ
ク
シ
ー
の
運
賃
メ
ー
タ
ー
を
倒
し
て
走
行
し
、

右
パ
レ
ー
ド
時
間
中
の
タ
ク
シ
ー
料
金
を
Y
に
納
金
し
た
。

　
同
年
四
月
二
一
日
午
前
一
時
四
〇
分
こ
ろ
、
本
社
車
庫
出
入
り
口

付
近
に
お
い
て
、
タ
ク
シ
ー
の
営
業
を
終
え
入
庫
し
よ
う
と
戻
っ
て

き
た
訴
外
N
が
出
入
り
口
内
側
付
近
に
停
止
し
て
い
た
訴
外
M
の
自

動
車
が
入
庫
の
妨
げ
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
警
笛
を
鳴
ら
し
た
こ
と
に

M
が
立
腹
し
、
M
が
タ
ク
シ
ー
の
運
転
席
に
座
っ
て
い
た
N
に
接
近

し
て
文
句
を
言
っ
た
こ
と
を
契
機
と
し
て
両
者
が
口
論
に
な
っ
た
と

こ
ろ
、
M
と
行
動
を
と
も
に
し
て
い
た
X
が
N
に
接
近
し
て
暴
言
を

吐
い
た
上
で
、
N
の
ネ
ク
タ
イ
を
掴
む
な
ど
し
た
。

五
　
平
成
八
年
四
月
一
五
日
付
で
、
Y
は
X
に
対
し
て
、
懲
戒
処
分

決
定
の
た
め
の
自
宅
待
機
の
措
置
を
し
た
上
、
五
月
七
日
、
X
に
対
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し
懲
戒
解
雇
を
し
た
（
以
下
「
本
件
懲
戒
解
雇
処
分
」
）
。
Y
は
本
件

懲
戒
解
雇
処
分
を
す
る
に
先
立
ち
、
X
に
弁
明
の
機
会
を
与
え
て
お

ら
ず
、
同
日
、
X
に
対
す
る
懲
戒
事
由
の
う
ち
、
N
に
対
す
る
行
為

を
除
い
た
事
由
に
よ
り
、
A
労
組
の
副
執
行
委
員
長
、
書
記
長
を
そ

れ
ぞ
れ
七
日
間
の
出
勤
停
止
処
分
に
し
た
。

六
　
X
・
Y
問
に
お
い
て
、
平
成
三
年
二
月
一
八
日
に
改
定
の
期
間

の
定
め
の
な
い
労
働
協
約
が
締
結
さ
れ
て
い
る
。
同
労
働
協
約
に
お

い
て
、
解
雇
時
の
協
議
義
務
と
紛
争
時
に
お
け
る
平
和
条
項
・
道
義

条
項
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
Y
の
就
業
規
則
に
お
い
て
、
職
務
専
念
義
務
を
規
定
し
た

条
項
、
並
び
に
懲
戒
解
雇
事
由
を
挙
げ
て
い
る
条
項
が
設
け
ら
れ
て

い
る
。

七
　
X
は
懲
戒
解
雇
処
分
の
無
効
を
主
張
し
て
、
雇
用
契
約
上
の
権

利
を
有
す
る
こ
と
の
確
認
と
賃
金
の
支
払
い
を
求
め
て
奈
良
地
裁
に

提
訴
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
奈
良
地
裁
は
本
件
ス
ト
の
動
機
・
目
的

に
つ
き
、
正
当
性
が
あ
り
、
ス
ト
に
至
る
経
緯
に
つ
い
て
、
Y
に
そ

れ
相
応
の
責
任
が
あ
り
、
本
件
ピ
ケ
は
そ
の
手
段
に
お
い
て
正
当
性

を
逸
脱
し
た
点
が
あ
る
が
、
本
件
ス
ト
に
よ
る
企
業
違
反
の
程
度
は

重
大
な
も
の
で
は
な
く
、
そ
し
て
タ
ク
シ
ー
パ
レ
ー
ド
は
、
使
用
者

の
生
産
手
段
を
何
ら
の
権
限
も
な
く
占
有
す
る
も
の
で
あ
り
、
且
つ

労
働
協
約
に
も
違
反
し
て
い
る
が
、
行
わ
れ
た
時
間
や
タ
ク
シ
ー
運

賃
の
納
金
を
考
慮
し
て
、
企
業
秩
序
違
反
の
程
度
は
軽
微
で
あ
り
、

ま
た
、
X
の
行
為
は
、
形
式
的
に
は
就
業
規
則
の
各
懲
戒
解
雇
事
由

に
該
当
す
る
も
の
の
、
企
業
秩
序
違
反
の
程
度
は
軽
微
で
あ
っ
た
と

し
て
、
本
件
懲
戒
解
雇
は
懲
戒
処
分
の
相
当
性
を
欠
き
、
無
効
で
あ

る
と
判
決
し
た
（
奈
良
地
判
平
成
一
〇
・
八
・
二
六
、
労
判
七
五
〇

号
三
六
頁
）
。
こ
れ
に
対
し
て
Y
が
控
訴
し
た
の
が
本
件
で
あ
る
。

【
判
旨
】
　
控
訴
認
容
・
原
判
決
取
消
し

一
　
本
件
ス
ト
の
違
法
性

e
　
「
ス
ト
ラ
イ
キ
は
必
然
的
に
企
業
の
業
務
の
正
常
な
運
営
を
阻

害
す
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
そ
の
本
質
は
労
働
者
は
労
働
契
約
上
負

担
す
る
労
務
供
給
義
務
の
不
履
行
に
あ
り
、
そ
の
手
段
方
法
は
、
・
労

働
者
が
団
結
し
て
そ
の
持
つ
労
働
力
を
使
用
者
に
利
用
さ
せ
な
い
こ

と
に
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
ス
ト
ラ
イ
キ
の
過
程
で
、
不
法
に
使
用

者
側
の
自
由
意
志
を
抑
圧
し
、
あ
る
い
は
、
そ
の
財
産
に
対
す
る
支

配
を
阻
止
す
る
よ
う
な
行
為
を
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
ず
、
こ
れ
を

持
っ
て
正
当
な
争
議
行
為
と
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
、
使

用
者
は
、
ス
ト
ラ
イ
キ
の
期
間
中
で
あ
っ
て
も
、
業
務
の
遂
行
を
停

止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
は
な
く
、
操
業
を
継
続
す
る
た
め
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に
必
要
と
す
る
対
抗
措
置
を
採
る
こ
と
が
で
き
る
。
」

　
「
そ
し
て
、
右
の
理
は
、
別
組
合
員
ま
た
は
非
組
合
員
等
に
よ
り

操
業
を
継
続
し
て
ス
ト
ラ
イ
キ
の
実
効
性
を
失
わ
せ
る
の
が
容
易
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
、
タ
ク
シ
ー
等
の
運
行
を
業
と
す
る
企
業
の
場

合
で
あ
っ
て
も
、
基
本
的
に
は
異
な
る
も
の
で
は
な
い
。
し
た
が
っ

て
、
労
働
者
側
が
ス
ト
ラ
イ
キ
の
期
間
中
、
別
組
合
員
ま
た
は
非
組

合
員
等
に
よ
る
営
業
用
自
動
車
の
運
行
を
阻
止
す
る
た
め
に
、
説
得

活
動
の
範
囲
を
超
え
て
、
当
該
自
動
車
等
を
労
働
者
側
の
排
他
的
占

有
下
に
お
い
て
し
ま
う
な
ど
の
行
為
を
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
ず
、
右

の
よ
う
な
自
動
車
運
行
阻
止
の
行
為
を
正
当
な
争
議
行
為
と
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
」

口
　
本
件
ス
ト
（
ピ
ケ
）
は
、
事
実
四
の
一
・
二
・
三
に
よ
る
と
、

「
X
を
は
じ
め
と
す
る
A
労
組
員
及
び
外
部
支
援
労
組
員
ら
は
、
互

い
に
意
思
を
通
じ
て
、
Y
の
管
理
に
係
わ
る
タ
ク
シ
ー
を
A
労
組
の

排
他
的
占
有
下
に
置
き
、
Y
が
こ
れ
を
出
庫
し
て
稼
働
さ
せ
る
の
を

実
力
で
阻
止
し
た
も
の
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」

　
「
そ
し
て
、
X
を
は
じ
め
と
す
る
A
労
組
員
及
び
外
部
支
援
労
組

員
ら
の
タ
ク
シ
ー
運
行
阻
止
の
行
為
は
、
先
基
準
に
照
ら
し
、
争
議

行
為
と
し
て
正
当
な
範
囲
に
止
ま
る
も
の
と
い
う
こ
と
は
で
き
ず
、

違
法
の
評
価
を
免
れ
な
い
。
」

　
「
こ
の
こ
と
は
、
Y
が
労
働
協
約
上
の
平
和
条
項
、
道
義
条
項
に

反
し
、
地
労
委
の
斡
旋
を
辞
退
し
た
点
に
絡
め
る
べ
き
点
が
あ
る
こ

と
を
考
慮
に
入
れ
て
も
、
こ
の
こ
と
か
ら
、
右
運
行
阻
止
行
為
が
正

当
な
争
議
行
為
と
な
る
も
の
で
は
な
い
。
」

　
「
し
か
も
、
本
件
ピ
ケ
の
態
様
に
照
ら
せ
ば
、
本
件
ス
ト
（
ピ
ケ
）

は
、
そ
の
違
法
性
が
強
い
も
の
で
あ
っ
た
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
」

ニ
　
タ
ク
シ
ー
パ
レ
ー
ド
の
違
法
性

e
　
「
労
働
組
合
ま
た
は
そ
の
組
合
員
ら
が
、
使
用
者
の
許
諾
を
得

な
い
で
、
使
用
者
の
所
有
ま
た
は
管
理
す
る
物
的
施
設
を
利
用
し
て

組
合
活
動
を
行
う
こ
と
は
、
こ
れ
ら
の
も
の
に
そ
の
利
用
を
許
さ
な

い
こ
と
が
、
当
該
施
設
に
つ
き
使
用
者
が
有
す
る
権
利
の
濫
用
で
あ

る
と
認
め
ら
れ
る
よ
う
な
特
段
の
事
情
が
あ
る
場
合
を
除
い
て
は
、

当
該
施
設
を
管
理
利
用
す
る
使
用
者
の
権
限
を
侵
害
し
、
企
業
秩
序

を
乱
す
も
の
で
あ
り
、
正
当
な
組
合
活
動
に
当
た
ら
な
い
。
」

　
「
A
労
組
員
は
、
タ
ク
シ
ー
事
業
を
営
む
Y
に
と
っ
て
、
タ
ク

シ
ー
（
営
業
用
自
動
車
）
と
い
う
最
も
重
要
な
財
産
を
、
タ
ク
シ
ー

パ
レ
ー
ド
と
い
う
会
社
の
業
務
と
は
全
く
関
係
の
な
い
こ
と
に
持
ち

出
し
、
乗
り
回
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
A
労
組
が
そ
の
間
の
料
金
を

納
金
か
ら
と
い
っ
て
、
組
合
活
動
の
正
当
性
が
認
め
ら
れ
た
り
、
違

法
性
が
阻
却
さ
れ
る
と
は
い
え
な
い
。
」
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「
Y
が
一
〇
台
の
タ
ク
シ
ー
を
タ
ク
シ
ー
パ
レ
ー
ド
に
使
用
す
る

こ
と
の
許
可
を
し
な
く
と
も
、
権
利
の
濫
用
に
な
ら
な
い
こ
と
は
明

ら
か
で
あ
る
。
就
業
規
則
二
二
条
一
七
号
所
定
の
Y
の
許
可
を
受
け

ず
に
行
わ
れ
た
本
件
タ
ク
シ
ー
パ
レ
ー
ド
は
、
Y
の
施
設
管
理
権
を

侵
害
し
、
就
業
規
則
二
二
条
一
七
号
に
も
違
反
す
る
組
合
活
動
で
あ

る
。
」
口
　
「
本
件
タ
ク
シ
ー
パ
レ
ー
ド
は
、
就
業
時
間
中
の
職
務
専
念
義

務
、
組
合
活
動
禁
止
を
定
め
た
就
業
規
則
に
も
違
反
す
る
行
為
で
あ

る
。
」

日
　
「
Y
の
社
名
が
入
っ
た
タ
ク
シ
ー
一
〇
台
に
、
「
社
会
的
公
約
守

り
賃
金
改
善
せ
よ
」
等
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
記
載
し
た
大
き
な
横
断
幕

を
張
り
付
け
て
、
奈
良
市
内
の
眼
抜
き
道
路
を
四
〇
昼
間
に
わ
た
り

走
行
す
る
こ
と
は
、
Y
の
名
誉
、
信
用
を
殿
損
す
る
違
法
な
行
為
で

あ
っ
て
、
正
当
な
組
合
活
動
と
は
い
え
な
い
。
」

㈱
　
「
以
上
の
次
第
で
、
本
件
タ
ク
シ
ー
パ
レ
ー
ド
は
、
Y
の
施
設

管
理
権
を
侵
害
し
、
従
業
員
の
就
業
時
間
中
の
職
務
専
念
義
務
、
組

合
活
動
禁
止
義
務
に
違
反
し
、
Y
の
名
誉
、
信
用
を
害
す
る
違
法
な

組
合
活
動
で
あ
る
。
そ
の
違
法
性
の
程
度
は
小
さ
く
な
い
。
」

三
　
X
の
幹
部
責
任

e
　
「
X
は
A
労
組
の
委
員
長
と
し
て
違
法
な
本
件
ス
ト
（
ピ
ケ
）

や
タ
ク
シ
ー
パ
レ
…
ド
を
企
画
、
決
定
し
、
こ
れ
を
A
労
組
員
や
外

部
支
援
労
組
員
ら
に
指
令
し
た
上
、
自
ら
も
そ
の
現
場
に
出
向
い
て

実
践
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
X
は
、
違
法
性
の
高
い
本
件
ス
ト
（
ピ

ケ
）
や
タ
ク
シ
ー
パ
レ
ー
ド
を
企
画
、
決
定
、
実
行
し
た
最
高
責
任

者
と
し
て
の
責
任
を
免
れ
な
い
。
」

口
　
事
実
三
の
㈲
か
ら
、
「
特
段
の
反
証
が
な
い
か
ぎ
り
、
A
労
組

員
ら
に
よ
る
営
業
妨
害
行
為
に
つ
い
て
も
、
X
の
企
画
、
指
導
に
よ

る
も
の
と
推
認
す
る
の
が
合
理
的
で
あ
り
、
X
の
幹
部
責
任
を
免
れ

な
い
。
」

四
　
訴
外
N
に
対
す
る
暴
行
、
脅
迫

　
「
使
用
者
は
、
ス
ト
ラ
イ
キ
の
期
間
中
で
あ
っ
て
も
、
業
務
の
遂

行
を
停
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
は
な
く
、
操
業
を
継
続
す

る
た
め
に
必
要
と
す
る
対
抗
措
置
を
採
る
こ
と
が
で
き
、
非
組
合
員

や
別
組
合
員
に
よ
り
操
業
を
継
続
し
て
ス
ト
ラ
イ
キ
の
実
効
性
を
失

わ
せ
る
こ
と
も
、
違
法
な
対
抗
手
段
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
。
し

た
が
っ
て
、
Y
が
、
ス
ト
の
当
日
、
N
に
対
し
、
本
社
車
庫
か
ら
の

タ
ク
シ
ー
乗
務
を
命
ず
る
こ
と
は
、
正
当
な
行
為
と
し
て
是
認
で
き

る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
業
務
命
令
に
従
っ
た
N
が
X
に
暴
行
、
脅
迫

さ
れ
た
の
で
あ
る
」
（
事
実
四
の
口
）
。

　
「
Y
に
と
っ
て
、
N
が
Y
の
正
当
な
業
務
命
令
に
従
っ
た
ば
か
り
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に
、
X
か
ら
本
件
暴
行
、
脅
迫
を
受
け
、
こ
れ
を
放
置
す
れ
ば
、
，
職

場
秩
序
を
保
つ
こ
と
が
困
難
と
な
り
、
そ
の
職
場
秩
序
を
保
つ
た
め

に
、
本
件
暴
行
、
脅
迫
に
つ
い
て
も
、
軽
微
な
も
の
と
し
て
放
置
で

き
な
い
も
の
で
あ
る
。
」

五
　
本
件
懲
戒
解
雇
の
効
力

e
　
「
X
は
、
A
労
組
委
員
長
と
し
て
、
三
次
に
わ
た
る
違
法
な
本

件
ス
ト
（
ピ
ケ
）
や
違
法
な
タ
ク
シ
ー
パ
レ
ー
ド
を
企
画
、
指
導
、

実
行
し
た
責
任
を
免
れ
な
い
。
A
労
組
員
に
よ
る
奈
良
駅
タ
ク
シ
ー

乗
り
場
で
の
営
業
妨
害
に
つ
い
て
も
、
X
は
幹
部
責
任
を
免
れ
な
い
。

X
は
N
に
対
し
暴
行
、
脅
迫
に
及
ん
で
い
る
。
X
の
以
上
の
非
違
行

為
は
、
Y
の
就
業
規
則
の
懲
戒
解
雇
事
由
に
該
当
す
る
。
」

⇔
　
「
X
の
各
行
為
は
、
当
該
行
為
の
性
質
、
態
様
、
情
状
、
Y
の

事
業
の
種
類
、
規
模
、
経
営
方
針
、
X
の
会
社
に
お
け
る
地
位
、
職

種
等
、
諸
般
の
事
情
か
ら
総
合
的
に
判
断
し
て
、
右
行
為
に
よ
り
Y

に
の
企
業
秩
序
、
社
会
的
評
価
に
及
ぼ
す
影
響
が
相
当
重
大
な
も
の

と
認
め
ら
れ
る
。
」

　
「
そ
れ
故
、
Y
が
、
X
に
対
し
懲
戒
処
分
を
す
る
に
際
し
て
、
諸

般
の
事
情
を
総
合
し
て
懲
戒
処
分
を
選
択
し
、
出
勤
停
止
と
し
な

か
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
社
会
観
遡
上
著
し
く
妥
当
を
欠
き
、
裁
量

を
濫
用
し
た
も
の
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。
」

　
「
X
に
有
利
な
事
実
（
前
壁
五
）
を
考
慮
し
て
も
、
X
の
違
法
な

争
議
行
為
に
関
連
し
て
な
さ
れ
た
各
行
為
を
懲
戒
解
雇
事
由
と
す
る

本
件
懲
戒
解
雇
が
、
懲
戒
解
雇
処
分
と
し
て
の
相
当
性
を
欠
く
も
の

と
は
認
め
ら
れ
な
い
し
、
懲
戒
解
雇
権
の
濫
用
に
よ
り
無
効
で
あ
る

と
も
い
え
な
い
。
」

口
　
「
本
件
懲
戒
解
雇
処
分
は
、
X
が
、
違
法
な
本
件
ス
ト
（
ピ
ケ
）
、

タ
ク
シ
ー
パ
レ
ー
ド
を
企
画
、
指
導
、
実
行
し
、
更
に
、
X
が
N
に

対
し
暴
行
、
脅
迫
に
及
ん
だ
こ
と
か
ら
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
Y

が
、
A
労
組
の
動
揺
と
弱
体
化
を
企
図
し
た
不
当
労
働
行
為
意
思
に

基
づ
き
、
本
件
懲
戒
解
雇
処
分
を
し
た
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。
」

四
　
「
労
働
協
約
一
九
条
、
二
〇
条
は
Y
が
懲
戒
解
雇
す
る
に
あ
た

り
、
A
労
組
と
協
議
す
る
こ
と
を
定
め
た
規
定
（
協
議
条
項
）
で
は

な
い
。
」

　
「
し
た
が
っ
て
、
Y
が
本
件
懲
戒
解
雇
す
る
に
あ
た
り
、
A
労
組

と
協
議
し
て
い
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、
本
件
懲
戒
解
雇
処
分
が
解
雇

協
議
条
項
に
違
反
し
て
違
法
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
。
」

　
「
使
用
者
の
行
う
懲
戒
処
分
を
、
労
働
契
約
や
集
団
的
合
意
で
は

な
く
、
企
業
秩
序
の
違
反
者
に
対
す
る
制
裁
で
あ
る
と
考
え
る
以
上
、

そ
れ
が
私
企
業
内
の
懲
戒
解
雇
手
続
で
あ
る
と
の
理
由
の
み
で
、
こ

れ
を
適
正
手
続
な
い
し
自
然
的
正
義
の
原
則
に
照
ら
し
、
被
処
分
者

に
弁
明
な
い
し
弁
解
の
機
会
を
与
え
る
べ
き
で
あ
る
と
の
保
障
の
枠
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外
に
あ
る
と
は
い
え
な
い
。
」

　
「
し
か
し
、
一
般
に
、
懲
戒
手
続
は
刑
事
手
続
と
は
そ
の
性
質
を

異
に
し
、
ま
た
そ
の
目
的
に
応
じ
多
種
多
様
で
、
懲
戒
解
雇
処
分
の

相
手
に
事
前
の
告
知
、
弁
解
、
防
御
の
機
会
を
与
え
る
か
ど
う
か
は
、

懲
戒
処
分
の
内
容
、
性
質
、
そ
の
懲
戒
対
象
事
実
の
性
質
、
明
確
度

等
を
総
合
考
慮
し
て
決
定
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
」

　
「
懲
戒
処
分
で
は
、
就
業
規
則
に
弁
明
、
弁
解
の
手
続
規
定
が
な

い
場
合
に
は
、
弁
解
聴
取
の
機
会
を
与
え
る
こ
と
に
よ
り
、
処
分
の

基
礎
と
な
る
事
実
認
定
に
影
響
を
及
ぼ
し
、
ひ
い
て
は
処
分
の
内
容

に
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る
と
き
に
限
り
、
そ
の
機
会
を
与
え

な
い
で
し
た
懲
戒
処
分
が
違
法
と
な
る
。
」

　
「
Y
の
就
業
規
則
、
労
働
協
約
に
は
、
Y
が
従
業
員
、
A
労
組
員

に
懲
戒
権
を
行
使
す
る
に
あ
た
り
、
当
該
被
懲
戒
者
に
弁
明
の
…
機
会

を
与
え
る
こ
と
を
義
務
づ
け
た
規
定
は
な
い
。
ま
た
、
Y
に
は
、
従

前
か
ら
、
従
業
員
に
懲
戒
権
を
行
使
す
る
に
あ
た
り
、
当
該
被
懲
戒

者
に
弁
明
の
…
機
会
を
与
え
る
と
い
う
慣
行
も
存
在
し
な
い
。
」

　
「
し
か
も
、
懲
戒
処
分
の
理
由
と
な
っ
た
事
実
の
ほ
と
ん
ど
全
部

が
明
白
で
、
弁
解
、
聴
取
の
機
会
を
与
え
る
こ
と
に
よ
り
、
処
分
内

容
に
影
響
を
与
え
た
も
の
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。
」

　
「
し
た
が
っ
て
、
Y
が
本
件
懲
戒
解
雇
処
分
を
す
る
に
あ
た
り
、

X
に
弁
明
の
機
会
を
与
え
て
い
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、
本
件
懲
戒
解

雇
処
分
が
違
法
に
な
る
と
は
い
え
な
い
。
」

【
検
討
】

（
判
別
・
結
論
に
疑
問
）

一
　
本
判
例
の
特
色
と
判
例
法
上
の
位
置
づ
け

　
本
判
決
は
原
審
の
事
実
認
定
を
こ
と
ご
と
く
取
り
消
し
、
ス
ト

（
ピ
ケ
）
の
判
断
基
準
に
お
い
て
は
異
例
な
判
断
方
法
を
提
示
し
て

い
る
。
原
審
と
ほ
ぼ
同
様
な
法
的
前
提
に
立
ち
な
が
ら
も
、
結
論
を

全
く
異
に
す
る
判
断
を
示
し
て
い
る
。

　
次
に
本
判
決
は
主
に
ス
ト
（
ピ
ケ
）
の
正
当
性
と
懲
戒
解
雇
の
有

効
性
に
つ
い
て
判
断
し
て
い
る
。
ス
ト
の
正
当
性
に
対
し
て
の
判
断

の
際
、
従
来
の
最
高
裁
の
判
断
枠
組
み
を
踏
襲
し
な
が
ら
、
具
体
的

判
断
基
準
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
視
点
か
ら
ど
の
よ
う
に
考
慮
す

べ
き
か
と
い
う
論
点
を
改
め
て
提
起
し
た
。
ま
た
懲
戒
解
雇
の
有
効

性
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
公
務
員
に
対
す
る
懲
戒
処
分
権
の
先
例
的
規

範
を
私
企
業
に
お
け
る
懲
戒
処
分
に
当
て
は
め
て
お
り
、
ま
た
、
懲

戒
手
続
に
対
し
独
自
の
判
断
を
示
し
た
。

　
以
下
従
来
の
判
例
と
原
審
と
の
比
較
を
通
じ
て
具
体
的
に
検
討
す

る
。
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二
　
本
件
ス
ト
等
の
違
法
性
（
判
旨
一
か
ら
五
）

　
e
先
例
的
規
範

　
ピ
ケ
を
伴
う
ス
ト
の
正
当
性
判
断
に
お
い
て
、
最
高
裁
は
ま
ず

「
平
和
的
説
得
」
の
領
域
を
超
え
て
は
な
ら
な
い
と
し
て
（
朝
日
新

聞
社
西
部
本
社
事
件
、
最
大
判
昭
和
二
七
・
一
〇
・
二
二
、
来
集
六

巻
九
号
八
五
七
頁
）
、
そ
の
後
「
諸
般
の
事
情
」
論
を
打
ち
出
し

（
羽
幌
炭
坑
事
件
、
最
大
判
昭
和
三
三
・
五
・
二
八
、
刑
集
一
二
巻
八

号
一
六
九
四
頁
）
、
柔
軟
性
を
示
し
た
が
、
再
度
労
務
の
不
提
供
を

ス
ト
の
本
質
と
し
、
他
方
、
使
用
者
の
操
業
の
自
由
も
認
め
た
（
御

国
ハ
イ
ヤ
ー
（
ピ
ケ
）
事
件
、
凶
夢
小
判
平
成
四
・
一
〇
・
二
、
労

判
六
一
九
号
八
頁
）
こ
と
に
よ
っ
て
、
平
和
的
説
得
論
を
定
着
さ
せ

た
の
で
あ
る
。

　
「
諸
般
の
事
情
」
論
は
、
「
平
和
的
説
得
」
と
い
う
従
来
の
枠
を
維

持
し
な
が
ら
そ
れ
を
「
諸
般
の
事
情
」
を
持
っ
て
崩
そ
う
と
し
、
ピ

ケ
ッ
テ
ィ
ン
グ
の
正
当
性
の
判
例
法
理
の
中
の
総
合
判
断
で
あ
る
が
、

最
高
裁
の
二
〇
件
を
超
え
る
ピ
ケ
に
関
す
る
刑
事
判
断
の
中
に
、

「
諸
般
の
事
情
」
が
考
慮
さ
れ
て
無
罪
と
な
っ
た
の
は
札
幌
市
労
連

事
件
（
最
三
小
判
昭
和
四
五
・
六
・
二
三
、
刑
集
二
四
巻
六
号
一
三

一
頁
）
の
み
で
あ
る
。
前
引
玉
音
ハ
イ
ヤ
ー
（
ピ
ケ
）
事
件
は
「
諸

般
の
事
情
」
に
触
れ
つ
つ
も
、
そ
れ
を
特
に
評
価
す
る
こ
と
な
く
違

法
の
評
価
を
下
し
て
い
る
。

　
最
高
裁
の
民
事
事
件
に
関
す
る
判
断
は
、
本
件
の
一
般
判
断
に
も

引
用
さ
れ
て
い
る
前
引
朝
日
新
聞
社
西
部
本
社
事
件
と
前
引
倒
國
ハ

イ
ヤ
ー
（
ピ
ケ
）
事
件
が
あ
る
。
そ
れ
以
外
は
最
高
裁
判
断
が
無
く
、

判
例
法
理
の
形
成
は
下
級
審
に
任
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
お
い
て
は
、

「
平
和
的
説
得
」
論
に
依
拠
し
つ
つ
も
、
刑
事
事
件
よ
り
も
、
事
案

に
適
し
た
柔
軟
な
対
応
が
な
さ
れ
て
い
た
。
例
え
ば
、
御
國
ハ
イ

ヤ
ー
（
ピ
ケ
）
事
件
の
高
裁
判
決
（
高
松
血
判
、
平
成
元
・
二
・
二

七
、
労
判
五
三
七
号
六
一
頁
）
は
タ
ク
シ
ー
業
界
の
特
殊
性
を
取
り

上
げ
、
実
力
行
使
に
つ
い
て
の
具
体
的
判
断
と
し
て
、
「
特
に
タ
ク

シ
ー
業
に
お
い
て
は
、
ス
ト
ラ
イ
キ
中
と
い
え
ど
も
車
両
を
い
っ
た

ん
使
用
者
の
占
有
下
に
置
け
ば
、
代
替
要
員
に
よ
っ
て
操
業
の
継
続

が
極
め
て
容
易
で
、
ス
ト
ラ
イ
キ
の
実
行
を
失
わ
せ
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
あ
る
か
ら
、
ス
ト
ラ
イ
キ
中
の
労
働
者
が
そ
の
実
効
性
を
確

保
す
る
た
め
ピ
ケ
あ
る
い
は
座
り
込
み
を
持
っ
て
使
用
者
に
よ
る
車

両
の
搬
出
を
阻
止
し
よ
う
と
す
る
こ
と
は
必
要
・
不
可
欠
と
も
言
う

べ
き
戦
術
で
あ
り
、
こ
れ
を
厳
し
く
制
限
す
る
こ
と
は
こ
の
よ
う
な

業
種
の
労
働
者
の
争
議
権
を
奪
う
に
等
し
く
相
当
と
は
言
い
難
い
。
」

と
述
べ
る
。
ま
た
サ
ン
デ
ン
交
通
事
件
（
山
口
地
下
関
宮
判
、
平

六
・
三
・
二
八
、
二
丁
六
五
七
号
七
一
頁
）
に
見
ら
れ
る
、
ピ
ケ
の

違
法
性
を
認
め
な
が
ら
も
そ
の
指
揮
指
導
を
な
さ
れ
た
委
員
長
に
対

す
る
懲
戒
処
分
を
限
定
す
る
判
断
が
、
こ
れ
に
当
た
る
も
の
で
あ
る
。
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口
　
原
審
の
評
価

　
原
審
に
お
い
て
は
、
学
説
の
一
部
が
主
張
す
る
実
力
阻
止
容
認
説

に
依
拠
し
て
お
ら
ず
、
最
高
裁
が
取
る
平
和
的
説
得
説
の
枠
内
で
判

断
し
て
い
る
。
し
か
し
、
ピ
ケ
の
正
当
性
の
判
断
と
懲
戒
処
分
の
当

否
の
判
断
を
別
の
問
題
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
。
即
ち
、
ピ
ケ
が

仮
に
違
法
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
違
法
性
の
程
度
は
様
々
で
あ
り
、
そ

の
違
法
の
程
度
が
懲
戒
処
分
の
相
当
性
の
判
断
に
反
映
さ
れ
る
こ
と

に
な
る
。
そ
の
際
問
題
に
な
る
の
が
企
業
秩
序
違
反
の
程
度
で
あ
る
。

　
原
審
が
ス
ト
ラ
イ
キ
の
正
当
性
を
否
定
し
た
が
、
X
に
対
す
る
懲

戒
解
雇
を
許
容
し
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
ピ
ケ
、
タ
ク
シ
ー
パ
レ
ー

ド
、
N
に
対
す
る
暴
行
は
正
当
と
は
認
め
な
い
が
、
そ
の
何
れ
も
企

業
秩
序
違
反
の
程
度
は
軽
微
で
あ
り
、
こ
れ
を
本
件
に
お
け
る
政
策

的
要
請
（
事
実
二
の
一
段
目
）
、
賃
上
げ
の
必
要
性
（
事
実
二
の
最

終
段
落
）
、
ス
ト
ラ
イ
キ
に
至
る
経
緯
（
Y
の
対
応
一
事
実
三
）
、
ス

ト
中
の
Y
の
対
応
（
事
実
三
〉
、
解
雇
処
分
の
手
続
的
要
件
（
事
実

五
）
等
の
「
諸
般
の
事
情
」
と
併
せ
て
総
合
判
断
す
る
と
、
出
勤
停

止
は
と
も
か
く
、
懲
戒
解
雇
処
分
は
相
当
性
を
欠
き
、
無
効
で
あ
る

と
判
断
し
た
の
で
あ
る
。

　
先
例
的
規
範
、
民
事
事
件
に
お
け
る
下
級
審
の
判
断
の
動
向
、
並

び
に
本
件
の
具
体
的
事
案
を
考
慮
す
る
と
、
原
審
の
判
断
枠
組
み
は

一
般
論
と
し
て
も
具
体
的
判
断
の
面
で
も
妥
当
で
あ
る
。

　
日
　
本
件
の
評
価

ω
　
本
件
の
法
的
解
釈
の
展
開
す
る
前
提
と
し
て
引
用
し
て
い
る
の

が
、
最
高
裁
の
ピ
ケ
の
正
当
性
を
論
じ
る
判
断
枠
組
み
を
示
し
た
朝

日
新
聞
社
西
部
本
社
事
件
と
御
國
は
イ
ヤ
ー
（
ピ
ケ
）
事
件
が
採
る

「
平
和
的
説
得
」
論
で
あ
る
。
こ
の
平
和
的
説
得
の
意
味
を
明
ら
か

に
す
る
た
め
、
こ
の
枠
組
み
を
最
初
に
示
し
た
朝
日
新
聞
社
西
部
本

社
事
件
の
元
判
断
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
同
盟
罷

業
は
必
然
的
に
企
業
の
業
務
の
正
常
な
運
営
を
阻
害
す
る
も
の
で
は

あ
る
が
、
そ
の
本
質
は
労
働
者
は
労
働
契
約
上
負
担
す
る
労
務
供
給

義
務
の
不
履
行
に
あ
り
、
そ
の
手
段
方
法
は
、
労
働
者
が
団
結
し
て

そ
の
持
つ
労
働
力
を
使
用
者
に
利
用
さ
せ
な
い
こ
と
に
あ
る
の
で

あ
っ
て
、
こ
れ
に
対
し
使
用
者
側
が
そ
の
対
抗
手
段
の
一
種
と
し
て

自
ら
な
さ
ん
と
す
る
業
務
の
遂
行
行
為
に
対
し
暴
行
脅
迫
を
持
っ
て

こ
れ
を
妨
害
す
る
が
ご
と
き
行
為
は
勿
論
、
不
法
に
、
使
用
者
側
の

自
由
意
志
を
抑
圧
し
あ
る
い
は
そ
の
財
産
に
対
す
る
支
配
を
阻
止
す

る
よ
う
な
行
為
を
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
も
の
と
い
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
」

　
こ
の
判
決
は
ス
ト
ラ
イ
キ
の
本
質
を
「
労
務
供
給
義
務
の
不
履

行
」
で
あ
る
と
位
置
づ
け
、
労
働
者
の
労
働
し
な
い
自
由
を
争
議
の

本
質
と
解
し
、
そ
れ
以
外
の
い
わ
ゆ
る
近
代
労
働
運
動
で
確
立
さ
れ

た
争
議
手
段
を
「
使
用
者
の
自
由
意
志
を
抑
圧
し
あ
る
い
は
そ
の
財
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産
に
対
す
る
支
配
を
阻
止
す
る
」
行
為
と
見
な
し
て
不
法
と
し
、
ス

ト
ラ
イ
キ
の
「
平
和
的
説
得
」
原
則
を
確
立
し
た
。

　
こ
こ
で
「
平
和
的
説
得
」
と
い
う
判
断
枠
組
み
を
示
し
て
い
る
が
、

何
を
持
っ
て
「
平
和
」
と
言
え
る
か
、
す
な
わ
ち
「
平
和
」
の
判
断

基
準
が
問
題
と
な
る
。
判
決
の
文
脈
上
か
ら
見
る
と
、
労
働
し
な
い

だ
け
な
ら
良
い
が
、
そ
れ
以
外
の
あ
ら
ゆ
る
「
使
用
者
の
自
由
意
志

を
抑
圧
す
る
」
行
動
は
す
で
に
「
平
和
」
的
で
は
な
く
な
り
、
そ
の

正
当
性
が
否
定
さ
れ
る
。

　
し
か
し
、
は
た
し
て
「
使
用
者
の
自
由
意
志
」
を
抑
圧
し
な
い

「
平
和
」
な
争
議
行
為
が
存
在
し
う
る
で
あ
ろ
う
か
。
労
働
基
本
権

で
あ
る
争
議
権
は
労
働
者
が
団
結
し
て
ス
ト
ラ
イ
キ
等
諸
々
の
争
議

手
段
を
武
器
と
し
て
活
用
し
、
使
用
者
側
に
対
す
る
圧
ガ
を
通
じ
て

使
用
者
に
対
し
て
有
利
な
雇
用
条
件
を
掴
も
う
と
す
る
と
こ
ろ
に
そ

の
本
旨
が
あ
り
、
ま
た
、
団
結
権
・
争
議
権
の
物
理
的
存
在
で
あ
る

労
働
者
の
恒
常
的
な
組
織
で
あ
る
労
働
組
合
の
本
来
の
機
能
は
争
議

等
に
よ
っ
て
使
用
者
に
圧
力
を
か
け
る
こ
と
で
あ
る
。
無
論
「
使
用

者
の
自
由
意
志
を
抑
圧
」
す
る
こ
と
は
圧
力
を
か
け
る
こ
と
の
当
然

の
帰
結
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
意
味
に
お
い
て
は
、
使
用
者
の

自
由
意
志
を
抑
圧
す
る
こ
と
こ
そ
、
労
働
法
の
原
点
の
一
つ
で
あ
る

し
、
憲
法
二
八
条
の
立
法
趣
旨
そ
の
も
の
で
も
あ
る
。

　
な
お
、
企
業
別
組
合
と
い
う
組
織
形
態
か
ら
来
る
市
場
統
制
力
の

弱
さ
、
労
働
者
間
の
連
帯
意
識
の
未
熟
、
組
合
切
り
崩
し
・
操
業
強

行
な
ど
の
措
置
を
採
る
使
用
者
の
強
硬
な
態
度
な
ど
か
ら
、
日
本
で

は
、
ス
ト
ラ
イ
キ
に
際
し
て
、
ス
ト
破
り
労
働
者
の
就
労
や
製
品
の

出
荷
を
ス
ク
ラ
ム
な
ど
の
実
力
で
阻
止
す
る
行
動
が
と
ら
れ
る
こ
と

が
多
い
と
い
う
社
会
的
事
実
が
あ
り
、
こ
れ
を
労
組
法
一
条
二
項
を

総
合
す
る
と
暴
行
を
と
も
わ
な
い
ス
ト
ラ
イ
キ
は
正
当
性
の
範
囲
を

逸
脱
し
て
い
な
い
と
言
う
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
ピ
ケ
ッ
テ
ィ
ン
グ
批
判
の
立
場
か
ら
ス
ト
ラ
イ
キ
の
実
効
を
確
保

す
る
た
め
の
正
道
は
、
労
働
組
合
自
ら
が
、
そ
れ
に
足
り
る
だ
け
の

組
織
を
確
立
し
、
労
働
者
の
連
帯
意
識
を
強
化
す
る
努
力
を
尽
く
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、
労
使
に
よ
る
健
全
な
慣
行
の
形
成
に
待
つ

べ
き
で
あ
る
と
い
う
意
見
が
あ
る
が
、
「
連
帯
意
識
」
も
「
健
全
な

慣
行
」
も
広
く
社
会
文
化
と
深
く
結
び
つ
い
て
お
り
、
法
的
に
議
論

で
き
な
い
ま
で
い
え
な
く
て
も
、
，
終
身
雇
用
シ
ス
テ
ム
が
崩
壊
し
、

労
働
組
合
の
組
織
率
が
年
々
に
低
下
す
る
一
方
で
あ
る
現
在
に
お
い

て
は
、
「
連
帯
意
識
」
及
び
「
健
全
な
慣
行
」
の
成
熟
を
待
つ
の
が
、

労
働
者
を
救
済
す
る
に
は
積
極
的
と
は
言
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
こ
れ
を
本
件
に
即
し
て
考
え
る
と
、
B
労
組
が
Y
と
協
調
的
な
関

係
に
あ
り
（
事
実
一
）
、
本
件
団
体
交
渉
の
最
中
に
す
で
に
Y
と
協

定
を
結
ん
で
い
る
（
事
実
二
の
三
段
目
）
こ
と
か
ら
、
必
ず
し
も

「
連
帯
意
識
」
が
強
化
さ
れ
て
い
る
と
も
言
え
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
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A
労
組
に
お
い
て
は
自
分
の
よ
り
よ
い
労
働
条
件
を
掴
も
う
と
す
る

た
め
に
は
ズ
ト
ラ
イ
キ
と
い
う
道
し
か
残
さ
れ
て
お
ら
ず
、
代
替
要

員
に
よ
っ
て
操
業
の
継
続
が
極
め
て
容
易
で
あ
る
タ
ク
シ
ー
会
社
で

の
ピ
ケ
を
伴
う
ス
ト
を
実
行
す
る
の
も
や
む
を
得
な
い
社
会
的
状
況

に
あ
る
か
ら
、
本
件
ス
ト
は
ま
さ
に
正
当
性
を
否
定
で
き
な
い
と
言

え
よ
う
。

②
　
判
旨
三
の
口
の
奈
良
駅
前
で
の
営
業
妨
害
に
つ
い
て
は
、
原
審

は
そ
の
行
為
が
あ
っ
た
と
は
認
め
が
た
い
の
に
対
し
て
、
本
件
で
は
、

状
況
証
拠
に
よ
る
推
認
（
事
実
三
の
㈲
）
に
基
づ
き
、
A
労
組
員
ら

の
営
業
妨
害
を
認
め
、
こ
れ
を
根
拠
に
X
の
幹
部
責
任
を
追
及
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
判
旨
四
の
N
に
対
す
る
暴
行
脅
迫
に
つ
い
て
は
、
原
審
が

若
干
の
口
論
が
あ
っ
た
だ
け
と
認
定
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
本
件

で
は
、
背
景
事
情
か
ら
の
憶
測
（
事
実
の
四
）
に
よ
っ
て
X
の
暴
行

脅
迫
を
認
め
て
い
る
。

　
も
っ
と
も
、
X
は
威
力
業
務
妨
害
罪
（
刑
法
二
三
四
条
）
で
刑
事

起
訴
さ
れ
て
い
る
が
、
証
拠
不
全
で
起
訴
猶
予
と
さ
れ
て
い
る
。
し

か
も
、
X
は
ス
ト
に
参
加
す
る
全
員
（
応
援
者
を
含
む
）
に
暴
力
に

訴
え
な
い
よ
う
に
文
面
で
指
導
し
て
い
る
の
が
、
本
件
に
も
認
め
て

い
る
。
し
た
が
っ
て
、
原
審
の
結
論
を
覆
す
に
は
異
な
る
判
断
基
準

を
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
な
る
。
し
か
し
、
状
況
証
拠
に

よ
る
推
認
及
び
背
景
事
情
か
ら
の
憶
測
か
ら
な
る
本
件
の
判
断
基
準

に
は
到
底
納
得
し
が
た
い
。
ま
た
、
X
が
暴
力
団
員
で
あ
り
、
尾
野

組
組
長
と
親
交
関
係
に
あ
る
と
の
い
わ
ゆ
る
背
景
事
情
を
明
確
に
し

た
こ
と
が
、
本
件
の
「
実
質
的
判
断
理
由
」
と
の
理
解
が
成
り
立
ち
、

そ
う
だ
と
す
れ
ば
問
題
で
あ
る
。

⑧
　
本
件
と
同
時
期
に
争
議
行
為
ま
た
は
組
合
活
動
の
正
当
性
を

争
っ
て
い
た
事
案
を
見
て
み
て
も
、
裁
判
所
は
労
働
組
合
（
労
働

者
）
側
及
び
そ
の
争
議
行
為
に
相
当
厳
し
い
態
度
を
取
る
傾
向
が
強

い
よ
う
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
東
京
商
船
事
件
（
東
京
地
盤
、
平
成

一
〇
・
二
・
二
五
、
労
判
七
四
三
号
四
九
頁
）
は
全
日
海
の
ピ
ケ
の

正
当
性
を
否
定
（
平
和
的
説
得
の
範
囲
を
超
え
る
）
し
、
会
社
側
の

損
害
賠
償
請
求
を
認
容
し
た
も
め
で
あ
り
、
J
R
東
海
（
新
幹
線
減

速
闘
争
）
事
件
（
東
京
地
判
、
平
成
一
〇
・
二
・
二
六
、
労
判
七
三

七
号
五
一
頁
）
は
、
争
議
行
為
の
正
当
性
を
否
定
し
（
債
務
の
本

旨
）
、
組
合
側
の
請
求
を
棄
却
（
会
社
の
賃
金
支
払
い
拒
否
が
認
容
）

し
て
い
る
。
し
か
し
、
両
判
決
は
い
ず
れ
も
損
害
賠
償
割
下
の
事
例

で
あ
る
点
で
、
懲
戒
解
雇
の
事
案
で
あ
る
本
件
と
は
そ
の
質
が
異

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
七
福
交
通
事
件
（
東
京
夢
判
平
成
一
〇
・

三
・
三
、
労
判
七
三
八
号
三
八
頁
）
は
タ
ク
シ
ー
車
両
の
ス
テ
ッ

カ
ー
張
り
付
け
闘
争
の
組
合
活
動
の
正
当
性
を
否
定
し
、
組
合
委
員

長
に
対
す
る
懲
戒
解
雇
を
容
認
し
た
が
、
そ
の
委
員
長
が
上
司
を
負
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傷
さ
せ
た
と
い
う
行
為
の
重
大
さ
の
点
で
本
件
上
態
様
ま
た
程
度
が

異
な
っ
て
い
る
。

三
　
懲
戒
解
雇
処
分
の
効
力
（
宣
旨
六
）

　
本
件
の
懲
戒
解
雇
処
分
に
関
す
る
判
旨
に
は
二
つ
の
特
色
が
あ
る
。

一
つ
は
公
務
員
に
関
す
る
事
案
に
つ
い
て
懲
戒
権
者
の
裁
量
を
広
範

に
認
め
た
神
戸
税
関
事
件
（
最
三
小
判
、
昭
和
五
二
・
一
二
・
二
〇
、

民
集
三
一
巻
七
号
＝
〇
一
頁
）
の
示
し
た
判
断
を
法
律
解
釈
論
の

前
提
と
し
て
私
企
業
に
適
用
し
た
こ
と
で
あ
る
。
一
つ
は
本
件
初
め

・
て
説
示
し
た
解
雇
手
続
不
要
論
で
あ
る
。

ω
　
近
代
国
家
に
お
い
て
私
的
制
裁
は
許
さ
れ
な
い
と
い
う
学
説
的

立
場
も
あ
り
な
が
ら
、
就
業
規
則
に
よ
っ
て
懲
戒
制
度
が
設
立
さ
れ
、

こ
れ
に
よ
っ
て
退
職
金
の
剥
奪
を
伴
う
懲
戒
解
雇
を
は
じ
め
と
す
る

多
種
多
様
な
形
式
で
労
働
者
の
債
務
不
履
行
と
対
抗
す
る
こ
と
が
、

普
遍
的
慣
行
と
し
て
定
着
し
て
い
る
。
そ
れ
が
法
令
・
公
序
若
し
く

は
労
働
保
護
法
の
原
理
に
反
し
な
い
限
り
法
認
さ
れ
る
。

　
懲
戒
制
度
の
目
的
は
「
企
業
秩
序
の
維
持
確
保
」
で
あ
り
、
そ
の

従
業
員
に
対
す
る
適
用
・
拘
束
の
根
拠
を
労
働
契
約
の
締
結
に
よ
り

負
う
「
企
業
秩
序
を
遵
守
す
べ
き
義
務
」
に
求
め
て
い
る
（
関
西
電

力
事
件
、
最
一
小
判
昭
和
五
八
・
九
・
八
、
労
判
四
一
五
号
二
九
頁
）

の
が
、
最
高
裁
の
主
張
す
る
裁
判
法
理
で
あ
る
。

　
企
業
秩
序
に
関
す
る
最
高
裁
の
系
譜
を
追
っ
て
い
く
と
、
国
労
広

島
地
本
事
件
（
最
一
小
判
昭
和
四
九
・
二
・
二
八
、
民
集
二
八
巻
一

号
六
六
頁
）
か
ら
、
目
黒
電
話
電
報
局
事
件
（
最
三
小
判
昭
和
五

二
二
二
・
＝
二
、
民
集
三
一
巻
七
号
九
七
四
頁
）
、
国
労
札
幌
駅
事

件
（
昭
和
五
四
・
一
〇
・
三
〇
、
三
野
、
民
集
三
三
巻
六
号
六
四
七

頁
）
等
を
経
て
、
前
引
す
る
関
西
電
力
事
件
ま
で
は
、
企
業
秩
序
を

企
業
内
に
お
け
る
使
用
者
の
人
的
・
物
的
管
理
権
限
の
根
拠
と
な
る

法
理
と
し
て
定
着
さ
せ
た
が
、
そ
の
意
味
は
必
ず
し
も
明
確
で
は
な

い
。

　
本
件
の
場
合
は
、
公
務
員
に
関
す
る
事
案
に
つ
い
て
懲
戒
権
者
の

裁
量
を
広
範
に
認
め
た
神
戸
税
関
事
件
の
示
し
た
判
断
を
法
律
解
釈

論
の
前
提
と
し
て
私
企
業
に
適
用
し
た
こ
と
に
特
色
が
あ
る
。
そ
の

妥
当
性
は
と
も
か
く
と
し
て
、
最
高
裁
の
形
成
し
た
右
判
例
は
、
公

務
員
、
私
企
業
を
問
わ
ず
、
懲
戒
権
者
の
裁
量
権
を
広
範
に
認
め
た

と
こ
ろ
で
共
通
し
て
い
る
た
め
、
こ
れ
に
よ
っ
て
導
く
結
論
自
身
は

相
違
が
な
い
と
思
わ
れ
る
。

②
　
し
か
し
、
先
例
的
規
範
と
し
て
は
、
懲
戒
権
者
の
裁
量
権
を
広

範
に
認
め
た
と
は
言
え
、
そ
の
限
界
を
「
客
観
的
に
合
理
的
事
由
を

欠
き
社
会
通
念
上
相
当
と
し
て
是
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
」

に
は
権
利
の
濫
用
法
理
で
限
定
し
（
ダ
イ
ハ
ツ
エ
業
事
件
、
最
二
小

判
昭
和
五
八
・
九
・
一
六
、
労
判
四
一
五
号
一
六
頁
）
、
そ
の
射
程
距
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離
も
懲
戒
を
下
す
か
並
び
に
ど
の
よ
う
な
態
様
の
懲
戒
を
下
す
か
に

限
定
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
懲
戒
権
者
の
裁
量
権
が
い
く
ら
広
範

で
あ
る
か
ら
と
は
い
っ
て
も
、
被
懲
戒
者
の
防
御
の
…
機
会
ま
で
剥
奪

し
て
い
な
い
。

　
本
件
に
も
引
用
し
た
神
戸
税
関
事
件
に
お
い
て
も
、
「
私
企
業
内

の
懲
戒
手
続
で
あ
る
と
の
理
由
の
み
で
、
こ
れ
を
適
正
手
続
な
い
し

自
然
的
正
義
の
原
則
に
照
ら
し
、
被
処
分
者
に
弁
明
な
い
し
弁
解
の

機
会
を
与
え
る
べ
き
で
あ
る
と
の
保
障
の
枠
外
に
あ
る
と
は
い
え
な

い
」
と
し
て
、
広
範
な
懲
戒
裁
量
権
に
手
続
的
な
規
制
を
施
し
て
い

る
。
本
件
の
場
合
は
、
上
記
判
断
を
前
提
と
し
て
引
用
し
な
が
ら
も
、

被
懲
戒
者
に
弁
明
の
…
機
会
を
与
え
る
と
い
う
慣
行
が
な
い
か
ら
と

い
っ
て
、
被
懲
戒
者
の
最
後
の
防
御
を
奪
っ
て
い
る
。
こ
れ
が
右
の

判
例
に
合
致
し
た
判
断
で
あ
る
か
は
疑
問
で
あ
る
。

四
　
総
括
－
判
旨
・
結
論
の
妥
当
性
に
つ
い
て
一

　
も
っ
と
も
、
判
例
の
結
論
の
妥
当
性
を
評
価
す
る
際
に
、
「
実
質

的
裁
判
理
由
」
と
な
る
「
生
の
事
実
」
ま
た
は
「
事
件
の
筋
」
を
明

示
さ
れ
て
お
ら
ず
、
認
定
事
実
を
前
提
に
し
た
評
価
は
判
旨
の
結
論

を
導
く
際
に
前
提
と
さ
れ
た
先
例
的
規
範
を
論
ず
る
こ
と
と
な
る
か

ら
、
こ
の
よ
う
な
判
例
結
論
の
妥
当
性
に
対
す
る
評
価
は
、
必
ず
し

も
意
味
の
あ
る
こ
と
と
は
言
え
な
い
。
し
か
し
、
前
述
し
た
と
お
り
、

本
件
の
場
合
は
、
従
来
の
判
断
法
理
と
合
致
せ
ず
、
設
定
し
た
判
断

基
準
も
不
十
分
で
あ
り
、
さ
ら
に
懲
戒
手
続
に
関
し
て
提
示
し
た
理

論
に
も
問
題
が
多
い
た
め
、
判
旨
の
結
論
は
妥
当
性
を
欠
く
と
言
わ

ざ
る
を
え
な
い
。

　
本
件
は
既
に
上
告
し
て
お
り
、
こ
れ
に
対
す
る
最
高
裁
の
判
断
は

大
い
に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
が
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
最
高
裁
の

動
向
か
ら
す
る
と
、
判
断
枠
組
み
が
変
え
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
で
あ

ろ
う
。
し
か
し
、
少
な
く
と
も
「
諸
般
の
事
情
」
に
よ
る
柔
軟
性
及

び
「
違
法
の
程
度
」
の
判
断
基
準
を
確
立
し
て
、
懲
戒
解
雇
の
手
続

的
違
法
も
視
野
に
入
れ
る
な
ら
ば
、
法
枠
組
の
ぎ
り
ぎ
り
の
と
こ
ろ

に
お
い
て
労
働
者
に
法
的
救
済
を
与
え
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
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